
2020年度事業報告書

20m年 4月 1日～2021年 3月 31日まで

特定非営利活動法人富士山測候所を活用する会

1.事彙の概滉

新型コロナウイルスの感染予防のため、山頂での夏期観測を中止した。夏期事業が主要収入源

であつたため、lMOの存続も危ぶまれたが、総額が過去最大となる寄付に加えクラウドフアンデ

ィングによる支援を得て、財源を確保した。山頂では登下山を要しない通年観測を継続し、太郎

坊での観測を強化するとともに、新たに御殿場基地での通年観測を開始することができた。また、

来年度の夏期観測のための準備を進めることができた。

寄付活動に法人全体で取り組み、その結果各種企業から個人までのべ 249件、合計 12,364,492

円になつた。また、クラウドフアンディングは目標額 3,000,∝Ю円に対し、424名の方からご支援

をいただき、6,121,1∞ 円 (204%)を達成した。支援者に種々のリターンを行つた。

当MЮ による研究活動の資金として、一般財団法人■心[気象文化創造センター気象文化大賞

およびアジア太平洋地域助成、日本郵便株式会社による年賀寄附金配分事業の支援を受け、太郎

坊での大気科学に関する鉛直観測を実施した。なお、次年度の測候所修繕資金として、公益信託

大成建設自然・歴史環境基金の支援を受けた。

また、特定非営利活動法人 (2016年 1月 8日認定 :27生都地第 1438号)の認定の有効期間の

更新のために東京都へ申請を行ない、審査を受けた。

1.1総合的運用事業

(1)インフラ関係

● 例年問題となる送電線については 73号柱までを、小山町も利用する可能性があったため4

月に点検確認した。また、山頂については、登山者が撮影した写真を入手し状況を確認し

た。確認したところ、山頂火口部において地中送電ケープルのむき出し箇所が 3つあつた。

過去写真を元に、どの程度の経年変化か概算し、修繕の方法について検討した。

● 山頂事業が中止になったことを受けて、太郎坊及び御殿場の両観測地点の整備を行い、通

年観測環境を増強した。御殿場観測点においては、基本インフラの整備、メンテナンス環

境の構築を行つた。

● 太郎坊観測点においてはインターネット回線の導入など利用者の利便を向上させた。さら

に、一般財団法人電力中央研究所から、現在太郎坊に設置している観測コンテナを無償で

議り受けた。これらの活用のために天丼の雨漏れ修理を行った。同様に、日立極地研究所

から南極1観測用として試験的に作られた観測タワーを継続

"」

用のために太郎坊に設置した。



以上の整備には年賀寄附金配分事業助成金を使用した。

(2)学術的 。科学的事業

● 日本郵便株式会社の年賀寄附金配分事業に応募して採択された「日本の自然環境 。生活環
境を保全するための富士山頂における越境大気汚染物質の観測事業」として、当初の予定

であつた山頂での観測に代えて太郎坊での「マルチコプターを利用した富士山太郎坊にお

ける環境大気質の鉛直分布観測」を実施した。観測では、いわゆるドローンを用いて、地

表面から離れた大気の状況を把握することを試みた。

●  富士山頂においては 2019年夏の終わりの閉所時から越冬で無人観測を行つているもの
を継続した。国立環境研究所による二酸化炭素濃度測定が継続して行われ、2020年の中国

ロックダウン中の二酸化炭素放出量減少をとらえることに成功した。東京都立大学による

火山性ガスのモニタリングを継続したが、2020年夏季にパッテリー交換・測器入れ替えを

想定したため、火山ガス計測は 20m年 7月までしか行えなかつた。ただし、測定結果のリ

アルタイム配信システムは 2021年 3月時点でも稼働しており、今後の無人越冬観測推進ヘ

の成果が得られた。

● 富士山麓の太郎坊観測サイトをより広範な研究で使えるように再整備し、これまで太郎坊
で継続して行われてきた観測 (東京理科大等によるエアロゾルの測定、早稲田大による雨

水霧水の測定、山梨大によるミューオンの測定)に加え、2020年度には東京都立大による

一酸化炭素。二酸化耐貴 。オゾンの測定、帝京科学大による窒素酸化物の測定、東海大学。

静岡県立大学による地磁気の測定を開始した。

● 御殿場市街地にある御殿場観測サイトを、夏期集中観測中の基地として利用するだけでな
く観測拠点として利用できるように整備をした。気象データ、降雨、エアロゾル、二酸化

炭素、大気汚染ガス、落雷位置標定、インフラソニック波等の測定を行つた。

(3)環境教育事業

● クラウドフアンディングリターンの一つとして、富士山で測定された科学データを用いて
小中高生が夏休みの自由研究で活用できるように、エクセルを活用した観測データを提供

した。併せてサイエンスカフェを行い個別の密度の高いオンライン講義を行つた。

1.2 日士山■壇研究センター遍営事業

● 科学研究費補助金の申請機関として稼働するために、さらに新たな規程等の整備を行つた。
1名の が着任した。また、研究力の向上のため大学等で活躍

した研究者の参画を促すため、新たなポストとしてシニア・リサーチ・フェローを導入し

た。原著論文数、学会発表数の増加がみられた。

● (―財)新技術振興渡辺記念会より昨年度受託した調査研究事業を引き続き実施するとと

，
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もに、2020年の山頂活動が不可能だったため未実施の「ガス濃度マッピング」などの事業

に関して、2021年度に行うことが同会で承認され、追加援助を得ることができた。

目麟。日内シンポジウム開催事業

国内シンポジウム事業として、第 14回成果報告会を 3月 28日に

によリオンラインで開催した。印刷物とし

て講演予稿集を作成し、講演者とクラウドフアンディングのリターンとして対象者 160名

に郵送して配布した。また、3月 13日に開催された東京理科大学総合研究院大気科学研究

部門主催の第 5回成果報告会を後援した。

1.4出版情報発個事業

● マスコミ等メディア (新聞、TV、 ラジオ等)露出回数は 2019年の 22件に比べて 55件と

倍以上に増加し、2013年の過去最大 61件に近づいた。特に日本テレビ「ヒルナンデス」な

どへの 、静岡新聞をはじめとした、多くの地方紙などへの「コロナ禍による、

富士山観測のビンチ」報道が目を引き、クラウドフアンディングおよび寄付大幅増の成功

につながつた。また のBS日テレなどでの「プラごみ問題の現実」などの放

送が話題を呼んだ。また による防災問題への提言な

どの連載記事などでも当会からの積極的な発信があつた。

0 -般市民を対象として会の活動状況を「わかりやすく」情報発信するため、資料の整備、

ホームページの改善等を継続して実施した。また、SNSに関して、プログ、インスタグラ

ムに、2鯰0年 6月からッイッターを加え、ホームページヘのアクセス数を増加させた。ま

た、2021年 1月からメールマガジンの発行を始めた。

● Zoomなどの遠隔会議を併用して、歴史研究者、編集者、翻訳家など国内外の人文社会研究

者も含めた「美蓉日記の会」が活動範囲を広げた。特に野中家の資料の検討のみならず、

測候所勤務者の記録などの収集にも努めた。

1.5事彙運営薔■の整備

● 事業運営を支える資金については、研究センター事業としての調査研究を昨年度の継続事

業として(―ルリ新技術振興渡辺記念会より受託したほか、WNI気象文化創造センターの研

究助成 (2件)と日本郵便株式会社の年賀寄附金配分事業から助成を受けた。

● 雇用形態の多様化に対応し、在宅勤務を可能とする規定の整備を行って勤務の弾力化をは

かり、事務局の世代交代に伴い体制を大幅に刷新した。事務局体制を見直し強化するとと

もに、各専門委員会の責任の下で業務執行することを目標に業務執行体制の見直し検討に

0
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入つたところであるが、実施にはまだ時間を要すると考えられる。

● コロナ禍のため、本 MЮ でもZoomを導入し、理事の参加がしやすい会議環境を整えた。
その結果、週末や夜間の会議も開催が容易になつたのみならず、会議の高い出席率を継続

的に1を保できるようになつた。

◆ クラウドフアンディングは目欄● 3,000,000円に対し、424名の方からご支援をいただき、
6,121,100円 (204%)を達成した。リターンとして、ご支援者の名前を掲載したポスターを

太郎坊、御殿場基地に掲示した。また、富士山測候所バーチャル研究体験も行つた。2022

年 8月に郵送する署中お見舞い八ガキのスタンプ図柄を作成し、次年度以降へのリターン

の準備を行つた。コロナ禍のため、成果報告会へはオンライン参加の招待のみとなつて対

面での招待をすることができなかつたので、印刷された予稿集の冊子を郵送した。

が講演者となるサイエンスカフェを8

回、開催した。

● 令和 3年 1月 27日に が、気象庁担

当者と面会し、山頂ケープル剥き出しへの対応について対談した。また、長期的な問題解

決のため、山頂庁舎有効利用検討委員会を開催する方向で検討することとした。

４
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B.科学的・学術的事業

ア.観測研究の実施支援

(1)コロナ禍のため、夏期山頂観測は実施し

なかった。すでに通年観測をしている 3事

業のみ実施された。

(A)通年観測

G)富士山測候所

(C)無人

①)研究者・学生等

c)延 200名

①)研究者
。学生等

(E) IiE loo e
(2)太郎坊観測所を強化し8事業が観測を実

施し、延 120名が参加。

(A)7月 下旬から

(一部、通年観測 )

c)太郎坊衝Dttil所

c)延 120名

ol濠益厖理斡鐵囲

o人数

当幻勢の

(AI濠艶日時

G濠艶場所

α辱轡嗽

①)一般研究者 0学

生等

c)延 150名

A.インフラの構築と整備

ア.太郎坊・御殿場基地観測に向けた設営事

前準備と事前ミーティングの実施

(A)6月 30日

o)オンライン

(C)10名

o)一般研究者・学

生等

c)延 150名

イ。太郎坊・御殿場基地観測関係者による

事前ミーティングを開催し、利用ルール等

について徹底をはかつた。

(A)7月 5日

c)オンライン

(C)14名

(1ソ総合的

運用事業

事業名

繊執
|ご
i嗣し

た嚢約

旦□□妻コ困

(3)新たに御殿場基地を利用し、御殿場市内

での観測を開始した (4事業、延 60名が参

加)。

(4)助成事業「雷から発生する窒素酸化物の通

年地上観測」(wM気象文化創造センター

「気象文化大賞」助成)を実施した。

(A)8月 上旬から o研究者・学生等

(一部、通年観測) (E) IE 100e

c)御殿場基地

(C)延 60名

(A)8月 中旬から

(一部、通年観測)

G)太郎坊観測所

(C)延 80名

①)研究者・学生等

(E) rg2ooa

(5)助成事業「地球温暖化が進行すると、

汚染物質によつて豪雨が増える ?」 (WM気

象文化創造センター「アジア・太平洋地域」

(A)8月 上旬から

(一部、通年観測)

G)太郎坊観測所

①)研究者
。学生等

(E) rg2ooa

ｒ
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助成)を実施した。 (c) lE loo e

(6)助成事業「日本の自然環境 。生活環境を保 (A)11月中旬から

全するための富士山頂における越境大気汚染 c)太郎坊観測所

物質の観測事業」(年賀寄附金配分事業)を実 (c) ,iE l2oa

施した。

o)研究者・学生等

c)延 2∞名

イ.データ検討会

今年の太郎坊・御殿場基地の観測結果を中

心にデータ検討会を行つた。

(A)12月 26日

c)Z∞mオンライ
ン

c)30名

o)会員・一般

c)30名

C環境教育事業

ア・ クラウドフアンディングのリターン
富士山で測定された科学データを用いて小

中高生が夏休みの自由研究で活用できるよ

うに、エクセルを活用した観測データを提

供した。

6)8′詳句

C)ウェカ イト

c)節名

(D)クラウドフアン

ディングヨ曖書

(E)424名

イ.同じくリターン事業としてサイエンス

カフェをっom経由で、主として高額寄付者

を対象に行つた。その内容は下記の通り。

① 富士登山安全の最前線

② 火山・地震

③ 雷 。大気電気

∝)12月 5風 1月

Ю日 ∝賢滝露えて2

回

0)ウエカ イト

C)3名

(A)1月∞日

0)ウェカ イト

C)1名

(民)12月露巳 1月

Ю日

0)ウェカ イト

C)2名

10クワフにみらデ
|ィング緩 普

10∞名

0クラフトファ〕ゲ

ィング劇慶普

OЮ名

0うワフトワァ〕ゲ

ィングヨ曖苦

0節名

わ
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④ 地球温暖化と富士山

⑤高所医学

仏)Ю月%日

0)ウェフリイト

C)1名

い)3月 Z日

0)ウェカ イト

C)1名

0)クフフドフアンデ

ィン相漫者

02名

0)効 ドフアンデ
イング劇慶贅

C)3名

(2)富士山

環境研究セ

ンター事業

ア.調査研究受託事業

昨年度受話した 1年半にわたる「富士山噴火

予知のための S02および H2Sの通年観測シス

テム構築と登山道の濃度マップの作成」(新技

術振興渡辺記念会受託事業う の一部を実施。

η21年度に延長して実施する許可を得てい

る。短期の特任研究員を採用した。研究論文

が増加している。

ω 麟

0鵡 1坊、ガ籠お
ど

C)Ю名

0)研究者。学生

OЮ名

(3)国際・国

内シンポジ

ウム等開催

事業

ア.第 14回成果報告会

「新型コロナ」自粛のため、オンラインで開

催した。製本した予稿集 lω部を研究発表者

とクラウトフアンディングのリターンとし

て郵送などで配付した。

イ.東京理科大学総合研究院大気科学研

究部門主催第 5回成果報告会の後援

東京理科大学同部門主催の第 5回成果報告

会を後援した。

(A)3月 28日

o)ZoOmオンライ

ン

c)ω 名

(A)3 E 13 E

@Ynonl>=1

G)4aa

(D)研究者・学生・

会員・一般

(E)ω 名

o)研究者 。学生 。

c)40名

(4)出版・

情報発信等

広報事業

ア.HPによる情報発信

(1)インスタグラムでの写真投稿を継続した。

(2)ブログを継続し、情報の補完を行つた。

(3)ツイツターをはじめた。

(4)メールマガジンの発行を始めた。

イ.書籍、新聞、放送等による情報発信

メディア露出度を大幅に増大させた。

(A)通年

c)事務局

(C)延 10名

(A)通年

o各地

o)会員・一般

c)不特定多数

o)会員・一般

c)不特定多数

ワ

ー



(C)延 ω人

ウ.会報誌、ノヾンフレット等出版物

(1)会報「美蓉の新風」 わヽ115を発行した。

(2ソ (ンフレット改訂版を発行した。

(A)1月 1日

c)事務局

(o5名

①:)会員・一般

c)不特定多数

工.講演・プレゼン等

① 招待講演 日本地球

惑星科学連合、腋∞氣
“̀ロ
ェh“ms in

dめo■Ю micЮplぉ�∝(AMPs)」

② 講演 :環境教育講演会  「気候変動に化
学はどう向き合うのか ?」

③ 講演 :「世界遺産。富士山頂で地球大気環
境を調べる」大気環境学会・酸性雨研究

会

④ 請演:SONY主催「EE■ES D町 s」

、「EL冊こSが切り開いた新時代

の富士山火山噴火監視」

⑤ 講演 :富士山ビエンナーレ :
「Anthpa崚 (人類の活動の一時停止)

におけるアーティストヘの提案」

⑥ 招待講演 :2020年 度 Cmmd�v
AЮImly研究会

② 講演 富士山地磁気1観測」

(A)7月 12日

C)ウェプサイト

c)1名

(A)8月 18日

C)ウェブサイト

c】 名

(A)10月 12日

0)ウェプサイト

(c)1名

(A)11月 27日

0)ウェブサイト

(C)1名

(A)11月 22日

0)ウェブサイト

(C)1名

(A)1月 7日

0)ウェブサイト

(C)1名

(A)2月 13日

C)ウェプサイト

c)1名

①)一般

c)不特定多数

o一般

c)不特定多数

o)一般 。大気環境

学会・酸性雨研究会

c)研究会参加者

o一般

c)不特定多数

(D)一般

c)ビエンナーレ参

加者

(D)一般

c)学会参加者

(D)一般

c)不特定多数

０
０



③ 講演 :「静岡で知つておきたい地震と火

山と防災」 

(A)2月 28日

C)ウェブサイト

(C)2名

(D)一般

c)不特定多数

０
一



活 動 計 算 書

(特左)富士山測候亜_を_活用する会
[税込](単位 :円 )

自 令和2年 4月 1日 至 令和3年 3月 31日
再定非百利活動
に係る事業

そ0他つ事業1  合計

【経常収益】
【受取会費】
正会員受取会費
賛助会員受取会費
【受取寄付金】
受取寄付金

【受取助成金等】
受取助成金

【事業収益】
自主事業収入
【その他収益】
受取 利息
雑 収 益
経常収益 計

【経常費用】

【事業費】

(人件費)

労務委託費

人件費計

(その他経費)

業務委託費

印刷製本費 (事業)

旅費交通費 (事業)

運搬費 (事業)

通信費 (事業)

消耗品 費 (事業)
修 繕 費 (事業)
水道光熱費 (事業)

送電線等保全費

地代 家賃 (事業)
賃 借 料 (事業)
減価償却費 (事業)

科学 。学術的事業費

諸 会 費 (事業)
雑   費 (事業)
その他経費計

事業費 計

1,360,000

447,000

18,486,594

9,425,000

5,238,051

61

2,945,082

ｎ
ｖ

〈υ

Ａ
ｖ
　
・４

２
υ
　
′４

18,486,594

9,425,000

5,238,051

61

2.945,082

37,901,788 37.901,788

331,000 331.000

331,000 331,000

3,053,750

154,480

593,581

10,482

124,785

1,901,347

660,000

825,472

616,000

1,162,173

132,000

628,423

652,043

6,000

3,053,750

154,480

593,581

10,482

124,785

1,901,347

660,000

825,472

616,000

1,162,173

132,000

628,423

652,043

6,000

277 305 277 305

10,797,841 10,797,841

11,128,841 11,128,841



活 動 計 算
[税込](単位 :円 )
令和3年 3月 31日

(人件費)

給料 手当
法定福利費
通 勤 費
人件費計

(その他経費)
旅費交通費
通信運搬費

消耗品 費
水道光熱費
地代 家賃

7,618,590

280,656

99.720

7,618,590

280,656

99.720
7.998.966 7.998.966

料

料

費

借

険

会

賃

保

諸

454,950

373,757

300,889

93,122

1,856,900

26,400

49,960

5,000

279,700

1,331,000

454,950

373,757

300,889

93,122

1,856,900

26,400

49,960

5,000

279,700

1,331,000

519,047

租税 公課
支払手数料

雑   費
その他経費計

管理費 計
経常費用 計
当期経常増減額

【経常外収益】
経常外収益 計
【経常外費用】
経常外費用 計
税引前当期正味財産増減額
法人税、住民税及び事業税
当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

519. 047

5.290. 725 5,290,725
13.289. 691 13,289,691
24.418.532 24,418,532
13.483.256 13.483.256

0

13,483,256

120,000

13,363,256

3,999.438

13,483,256

120,000

13,363,256

3.999.438



貸 借 対 照 表
(特非)富士山測候所を活用する会
全事業所

[税込](単位 :円 )

令和3年 3月 31日 現在
G5雇罰蒲爾

【流動資産】
(現金・預金)

小日 現金
普通 預金
現金・預金 計

(売上債権)

未 収 金

売上債権 計

流動資産合計

【固定資産】

(有形固定資産)

構 築 物
機械及び装置

什器 備品
減価償却累計額

有形固定資産 計
(投資その他の資産)

差入保証金

敷   金
投資その他の資産 計
固定資産合計

資産合計

104,061

11,24L fを5旦

11,352,114

2,398,857

2,旦2旦2857
13,750,971

4,200,000

1,895,000

3,807,944

△ 5,495,424

4,407,520

150,333

830,000

980,333

L 387,853

《負債の部》

576,130

1,200,000

"_当曇匙墜望

1,776,130

17,362,694

19旦旦■旦型

【流動負債】

未 払 金

前 受 金
預 り 金

未払法人税等

未払消費税等

流動負債合計

【固定負債】

修繕積立金

固定負債合計

負債合計

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額
正味財産合計

負債及び正味財産合計

《正味財産の部》

126,864

10,000

48,266

120,000

2711000

1,200,000

3,999,438

13,363,256
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【重要な会計方針】
財務諸表の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 NPO法 人
会計基準協議会)によっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
棚卸資産 無し
(2)固定資産の減価償却の方法
有形固定資産 :定額法
無形固定資産 :定額法
(3)引 当金の計上基準 無し
貸倒引当金 :

賞与引当金 :

退職給付引当金 :

(4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理 無し
(5)ボランティアによる役務の提供
(6)消費税等の会計処理
消費税等の会計処理は、税込み方式によつています。

【事業費の
事業費の
内訳】
区分は以下の通りです。

[税込](単位 :円 )

Ⅱ

‐

その他の事
業

事業部門計 管理部門 合計総合運用
境研究セ 内シンポジ

事業

1_807_000

金 lR_486_594 [8.486.594

【・】讐」 4.800.000 4.625.000 9_425.000

5_,RR_051 5.238.051

の 本 2.945.143 2_945_14 2.945.143

収 本 計 28_524_645 4_625_ 2_945_143 1.807.000 37.901.788

331.000

210

628_423

652.043

6.000
,77_305



373_757

300.889

186.244
1_763_77R

700



【施設の提供等の物的サービスの受入の内訳】
[税込](単位 :円 )

内容 金額 算定方法

【活動の原価の算定にあたつて必要なボランティアによる役務の提供の内訳】
[税込](単位 :円 )

内容 金 額 算定方法

【使途等が制約された寄付等の内訳】
[税込](単位 :円 )

【固定資産の増減内訳】
[税込](単位 :円 )

【借入金の増減内訳】

【役員及びその近親者との取引の内容】
役員及びその近親者との取引は以下の通りです。

【その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らか
にするために必要な事項】

。 事業費と管理費の按分方法
無し
。 その他の事業に係る資産の状況
無し

内容 当期増加額 期末残高

ⅧI気象文化創造センター

Ⅷ I気象文化創造センター

大成建設
年賀寄付金配分事業

合計

1,000,000

2,000,000

700,000

4,625,000
8.325.000

科 目
期首取得価
箱

取 得 期末取得
価箱

減価償却累
計額

期末帳簿
価額

有形固定資産
橿築物 4,200,000

1,895,0()0

0

0

109,800

6,204,800

0

0

0

0

0

0

2,786,280
1,074,225

854,245
315,703

5,490

5,035,943

128,520

93,802

324,436

80,568

1,097

628,423

2,657,760

980,423

529,809

235,135

4,393

4,407,520

機構装置

管理月計‖暢備品

計

無形固定資産

投資その個の資産

保証金 150,333 150,333 150,333

金 230,000 450,000 680,000 680,000

計 380,333 450,000 830,333 830,333

合 計

合 計

騒震機霊盤
‐
■i翌避墨肇鰻騒li二三二i菫

|■|■|
■■■■■

盤■llili遠霊 :ヽ iI:I:こ鶴

科 目

財務諸表に
計上された
金額

内、役員
との取引

内、近親者

及び支配法
人等 との取
ユ|

18,486,594 1,0∞,αЮ(活動計算書)

活動計算書計 1,000,000

備考   |



財 産 目 録
(特非)富士山測候所を活用する会 [税込](単位 :円 )

【流動資産】
(現金 。預金)

小日 現金
普通 預金
みずほ銀行
三菱UFJ銀行

ゆうちょ銀行

ゆうちょ銀行/受払口

現金・預金 計

(売上債権)

未 収 金

売上債権 計

流動資産合計

【固定資産】
(有形固定資産)

構 築 物
機械及び装置

什器 備品
減価償却累計額

有形固定資産 計
(投資その他の資産)

差入保証金

敷   金
投資その他の資産 計
固定資産合計

資産合計

11,352,114

2,398,857

104,061

11,248,053

(5,246,777)

(109,434)

(43,743)

(5,848,099)

31

19,138,824

1, 776,130

"申」壁望聖望

2,398,857

△ 5, 495,424

4,200,000

1,895,000

3,807,944

13,750,971

5,387,853

4,407,520

《負債の部》

【流動負債】

未 払 金

前 受 金
預 り 金

未払法人税等

未払消費税等

流動負債合計

【固定負債】
修繕積立金

固定負債合計

負債合計

正味財産

126,864

10,000

48,266

120,000

271 000

1,200,000

576,130

1,200,00Q

150,333

830,000

980,333



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

年度年間役員名簿 J泄蹴礎だ」F糊離継![鮒ξ齢輝席騒諾魔期
所並

艶塑堅国理塑塁整」岨嘘亜豊型因真 __

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

Fl以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第 20条関係)

ヒl各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役職名
(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受け

た期間氏  名

1 理 事
アサノ カツミ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

浅野 勝己

2 理 事
イワサカ ヤスノブ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

岩坂 泰信

3 理 事
イデ リカ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

井出 里香

4 理 事
オオコウチ ヒロシ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

大河内 博

5 理 事
カタヤマ ヨウコ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

片山 葉子

6 理 事
)t*tz ,-f+ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

兼保 直樹

7 理 事
カトウ シュンゴ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

加藤 俊吾

8 理 事
カモガワ マサシ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

鳴川 仁

9 理 事
コバヤシ ヒロシ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

小林 拓

10 理 事
サクライ ヨシユキ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

櫻井 芳之

11 理 事
ササキ カズヤ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

佐々木 一哉

12 理 事
タカハシ ミチコ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

高橋 通子

13 理 事
タナカ フミオ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

田中 文男

14 理 事
ドキヤ ユキコ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

土器屋 由紀子

15 理 事
ナガオ  トシヤス 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

長尾 年恭



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

16 理 事
ハタケヤマ シロウ 令和 2年 4月 1日 から

令和 3年 3月 31日 まで
報酬なし

畠山 史郎
)\)vl fittv

17 理 事
春名  薫

令和 2年 4月 1日から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

ヒライ ノブユキ
18 理 事

平井 信行
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

フジイ トシツグ
19 理 事

藤井 敏嗣
令和 2年 4月 1日から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

フルタ ユタカ
20 理 事

古田 豊
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

ホリイ マサコ
21 理 事

堀井 昌子
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

マスヤマ シグル
22 理 事

増山  茂
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

ミウラユウイチロウ
23 理 事

三浦 雄一郎
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

ミウラ カズヒコ
24 理 事

三浦 和彦
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

ミナミ ユキヤ
25 理 事

皆巳 幸也
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

ヒロセ カツミ
26 理 事

廣瀬 勝己
令和 2年 4月 1日から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

ワダ リュウイチ
27 理 事

和国 龍一
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし

サトウ マサヒロ
28 監 事

佐藤 政博
令和 2年 4月 1日 から
令和 3年 3月 31日 まで

報酬なし



書式第4号 (法第 10条・第 28条関係 )
設立・事業報告

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人__■±山週」IE[]:をi國:出L登金_

氏   名

1 浅野 勝己

2 土器屋由紀子

3 大河内 博

4 谷垣 禎一

5 高橋 通子

6 田中 文男

7 片山 葉子

8 平井 信行

9 兼保 直樹

10 鴨川  仁

11 渡辺 豊博

12 畠山 史郎


